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 Tomoko  AWAHARA *2
For the increase of the civil consciousness and the ability to act as a 
citizen, it is important to develop the people's independence by an 
intrinsic motivation, where it is essential that each person satisfies three 
psychological desires of ability, autonomy, and relation. The workshop 
adopting the trial program developed those desires and  resulted; in 
the increase of motivation and the change of willingness and action. 
Verifying the methodology of the workshop has shown an effective way 

















と 「学びの営み(6つの行為:共存 ・内省 ・物語 ・傾聴 ・分ち合い ・














ら、意職 ・行動変化と 「学びの形態 ・営み ・階段」を読み取った。
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3,変 化 類 型別 に み た 変化 の 特 徴
1)図9の 類 型 を も とに 、終 了 時 と1ヶ 月 後 の 変 化 に着目 し、 対照 的
な結 果 とな ったABとGHを 比 較 した もの が 表8、図10,11であ る(AB
は終了 時 ・1ヶ月後 と もに 平 均以 下 、GHはと もに 平均 以 上).ど ちら
も有 能性 、つ い で 自律性 を苦 手 と して い るが(※ た だ し、GHに自律
性 が や や 多 い)、心 理 特性 は 、ABがⅠ～Ⅲ に分散 して い るの に対 し、
GHはⅣ(内 面 性 、仕 会性 と もに 平均 以 下)が 最 も多い 。
2)開始 時 にGHは 、 心理 特 性 の 内 面性 、社会 性 と もにABよ リ下位 に
あ った が 、終了 時 に逆 転 し、特 に 内面 性 の 変 化 が大 きい(図10)。1
ヶ 月後 の 変化 は 、4段 階 評 価 、記 述 に よる 評 価 と もにGHの 優 位性 が
高 く、 特 に 、苦 手 な要素 に差 が表れて い る(図11)。
3)以上 よ り、有能 性 、自律 性 が 低 く、Ⅳ グル ー プが 最 も多 いGHが 大
きな 変 化 を遂 げ た様 子 を読 み取 る こ とが で き 、GHの成長 に影 響 を 与
えた 方法 論 を 「苦手 な 要 素 の違 い」 に 着 目 して分析 す るこ との意 義
を導 き 出 した。
4)次に 、開 始 時 の 心理 特 性 が どち ら も平均 以 下で あ り、1ヶ 月 後 に
対照 的 な 結果 とな ったACとEGを 比 較 した ものが 表9、 図12,13で
あ る(ACは 平均 以 下 、EGは平 均 以 上)。 ど ち ら も開 始時 の 心 理評 価
が平 均 以 下 でⅣ グル ー プ の割 合 が 高 いが 、ACの苦 手 な要 素 が 有能 性
に偏 って い るの に対 し、EGは有 能性 とと も に 自律性 が多 い こ とが 特
徴 で あ る。
5)AC,EGは開 始 時 と終 了後 の 心理 特 性 に大 差 は な いが(図12)、1ヶ
月後 に 対 照的 な 結果 と な り、特 に.苦 手 な 要素 に顕 著 な 差 異 が表 れ
てい る(図13)。
6)以上 よ り、開始 時 と もに 心理 特 性 が 平均 以下 で あ った グル ー プ を
1ヶ 月後 に 対 照的 な 結 果 に導 い た 方 法論 を 「苦 手 な 要素 の違 い 」 に


















































































注1)シ テ ィズンシ ップとは、多様な社会 の中で自己を守 り自己実現を図 る
とともに、 よりよい社会の実現 のために意志決定や運営に積極的に関わ ろ
うとす る資質 であり、知識 、スキル、意職 の3つ の能力が必要であるとさ
れてい る。参考文献1)
注2)本 プログラム設計 の参考 とした美徳 教育プログラムは、リンダ ・カ ヴ
ェ リン ・ポポ フ(心理療法士)、ダン ・ポポフ(臨床小児心理学者)等 によ
り1988年にカナダで誕生 し、家庭 ・学校 ・職場 ・医療福祉 など様々な領域
において"人 格 の文化"の 形成 をめざす教育プ ログラムである。国際家族
年(1994年)に、 グロー バルな教育モデル として国連にて表彰 された。
注3)特別養護 老人ホーム、老人保健施般 、医院等に所属す る10～50代の介護
、看護、栄養 、事務等の職 員に対 し、組織市民 としての行動力(組 織内
で給与等の外発的要因に関わ らず 自発的に行動するカ)向上を目的に実施。
注4)『心理測定尺度集』参考文献12),13)から設問 を抜粋 し、内面性、社
会性それぞれ10項目か らなる独 自のア ンケー ト票 を設計 した。
注5)「 自己決定理論(self-determinationtheory)」Deci&Ryan,参考文献
6),7)、「52の美徳教育 プログラム」,参 考文献14)をもとに筆者が作成。
注6)表 中の下線 の表現 を中心に、変化に行動 を伴 うものを行動的変化、意
識に とどまるものを意識 的変化 として分類 し、右欄 に該 当番号を入れた。
注7)1ヶ 月後に欲求要棄(得 意 ・苦手)が どう変化 したか をそれぞれの美
徳の言葉 と変化内容につ いて記入 した もの を集計 した。
注8)表中の下線 の表現 を中心 に、1ヶ月後の変化に行動を伴 うもの、意識に
とどまる ものを分類 し、該当するもの について右欄 に○をつけた。
注9)WS時 と同 じ要素を表 した者、異なる要素 を表 した者それぞれ について
の4段 階評価を集計 し、グラフ化 した。
注10)それぞれの時点 で分析 した心理特性、欲 求要素の結果 を平均以上、以
下に分けて、「+」「-」で表現 し、A～Hの8グループに類型化 した。
注11)関係性を苦手 とす るEGが1名のため、図17はAB,GHのみ分析 した。
注12)表中の表現やWS時のや りとりをもとに分類 した。「内省」は、学びの
事実や感想だけでなく、 自らの思考や意志に通 じる表現 に配慮 した。
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